
目的

公園内での遊びの規制。
都市化、整備により自由に遊べる
環境が減少。

学外活動、習い事により遊ぶ時間が
減少。そのため、遊ぶ仲間も減少。

方法（遊び方）

科学技術の発展により電子機器を

利用した遊びが増加。

空間 時間と仲間

研究背景

　遊びが制限、減少することは運動能力の低下、生活習慣病の発症、対人関係がうまく築けないといった問題が
でてくる。そのため、子どもにとって遊びは重要である。

結果
・整備された場所、複合遊具が設置されている公園が多い。
・草木が生い茂った場所など整備されていない公園は少ない。また、このような公園で地域の憩いの場、交流の場で
ある事例はあまり見られなかった。

また、遊び場を提案するにあたりwebサイトにて公園や野外活動など屋外遊びが行なえる施設の事例調査を行なた。

遊び場

習い事

学外活動

動的な遊び

静的な遊び

交流

1つの空間に様々な要素を取り入れる
屋外遊び場を中心に習い事や交流の場を設ける。

また、子どもの自由な発想を遊びに発展できる空間を取り入れる。

遊びの内容

概要（目的）

交流の場
（イベント）

その他

Sプレーパーク Mポケットパーク

子どもの自由な発想で遊べる。

木登りや焚火。廃材やロープで
つくられた遊具で遊ぶ。

町中の回遊性の向上に繋げる活動。

日中は子どもの遊び場。
土管や手押しポンプで遊ぶ。

なし

常駐のプレイワーカーが子どもの
遊びを見守る。

地域の憩いの場。
ギャラリーやカフェが設置。

2010 ～ 2015 年の期間で開催された。

F都市公園

キャンプや水遊びなど屋外遊びを
メインとした公園。

溶岩やネット、複合遊具で遊ぶ。
工作、乗馬体験、カヌー等

公園利用者での交流。
動物触れ合いプログラムや自然学習
プログラム等、多種多様。

有料。
屋内遊び場も完備。

子どもを取り巻く環境や屋外遊び場の現状を踏まえて遊び場を提案する。

大声N
G

遊具撤
去

　子どもにとって遊びとは、「創造力」、「社会性」、「感性」、「身体性」の能力を身に付け健やかな成長を形成する
重要な要素である。しかし現在、子どもが遊べる空間、時間、仲間は減少し、加えて電子機器を利用した遊びに変
化するなど、子どもが屋外で遊ぶ機会は遠ざかっている。

　屋外遊びを中心に地域の人と交流できる場、習い事や学外活動が行なえる場を設け、子どもの限られた遊び時間を
最大限活用できる空間にする。そして、子どもが自由に創造、行動できる遊び場を提案する。

まちなかに残るおもちゃ箱
～ちいさな山への遊び場の提案～

自然に触れる

遊具の有無
複合遊具なし。
廃材を使った遊具や手作り遊具。

複合遊具あり。
滑り台やネットなど一般的な遊具。

複合遊具なし。
土管のみ設置されている。

・遊び内容がプログラムされており、自ら遊びを創り出すことが難しい。

井澤研究室　設計　福田実紗

※プレーパーク、都市公園など8種類、計18事例を調べた。その中から3事例を提示。



行動観察調査
　子どもの遊びの中で見られる行為や好む空間、遊ぶ時間について知り提案に活かすため、富士文化幼稚園にご協力頂き自由活動と主活動での子どもの
行動観察調査を行ないました。行動観察調査を行うにあたり、プレ調査を行ない場所の選定、屋外遊びと授業の様子を見学させて頂きました。

行動観察調査の概要

日時：6月 24 日（金曜日）9：00 ～ 11：30
場所：富士文化幼稚園（名古屋市）
内容：①自由遊びでの行動観察調査
　　　②主活動での行動観察調査

調査方法

①自由遊びの行動観察調査
直接間接（Behavior Map 法）と間接観察（ビデオ）を用いて調査を行なった。

調査手順
①図面に園児がいる場所と人数を記入。
②行為を記入。（行為は「表：行為内容」から選択。例：園庭を自由に走っている→は①と記載）
③複数人で遊んでいる場合のみ、丸で囲う。
④5分ごとに統計を取るため 5分おきに図面を変えて記載。

②主活動の行動観察調査
直接観察（主活動の様子を見学）を用いて調査を行なった。

まとめ

主活動に入る前の時間帯　9：15 ～ 9：45 の 30 分間。
9：15、20、25、30、35、40 と 5分おきに集計する。

園庭と 2階のバルコニー。軒下エリア、広場、遊具エリア、バルコニーの
4つの場所に分けて行なった（図 1 自由遊びの調査場所）。

3歳～５歳（年少児～年長児）

表 1 行為内容より　※プレ調査で多く見られた行為内容で作成。

時間

場所

年齢

行為

時間

場所

年齢 色水つくり：
様々の色水を混ぜて好きな色をつくる。
スポンジ遊び：
スポンジに色水を付けて体や手にスポンジを
付け合って遊ぶ。

年少児

11：00 ～ 11：20（約 20 分間）　主活動内

園庭 ( 図 2 主活動の調査場所）

内容

自由遊びについては仙田氏の遊びの 6原則に沿って分析を行ないました。

遊びの様子

・先生の補助を受けながら木に登る。
・畑と畑（プランター）の間を
　走る、隠れる。
・枝にぶら下がって遊ぶ。

・大人は子どもの遊びを発展させるきっかけを作っている。
・形が曖昧（決められていない）なものは新しい遊びを
　創造しやすい。

・三輪車で階段、滑り台の下を
くぐる、走る。
・軒下では段差に座る、走る。
休憩場所としても利用。
・ハンモックで遊ぶ。

・道幅が狭い場所、モノの下も遊び場として利用。
・半屋外空間は休憩や観察するといった静の遊びと走る
　といった動の遊びの両方が成り立つ。

結果

・集団遊び（調査の中で一番多くの
行為の種類が見られた）
・三輪車に乗る、押す。
・園庭を走り回る、歩く。
・ボール遊び。

・ゲーム、ボール遊びなど複数人での遊びは大人が加わる
　ことで遊びの内容が成立、発展、多世代の交流に繋がる。

・滑る、登る。（階段、魚のエラ
部分、滑り台の下から登る）
・ボールを転がす
・窪みに腰をかける。
・枝で滑り台を叩く。

・窪みやすき間といった子どもだけでしか入れない小さな
　空間を好み遊び場、遊具として活用している。

・滑り台を遠くを見渡すための台や楽器などに見立てて、
　遊びの種類を増やしている。

場所

自然スペース 道スペース

木、畑 軒下、滑り台、階段の下

園庭の中心、2階バルコニー 滑り台場所

オープンスペース 遊具スペース

遊びの様子

結果

遊びの 6原則

参考文献　仙田満（2020 年）『こどもの成育環境』

幼稚園にはアジトスペース、
アナーキースペースは無く、遊びの
様子は見られなかった。しかし、小
さな空間を好む、草木や砂に触れる
など、このようなスペースは遊びを
創造しやすいと分かった。

アジトスペース、アナーキースペース

アジトスペース：
隠れ家や秘密基地のような空間

アナーキースペース：
整理整頓されていない空間

遊びの様子

結果

場所

色水つくりよりスポンジ遊びの方が行為内容が多く、動きも
活発であった。色水遊びの時間が経過するにつれ行為内容の
増加、一人遊びから複数人で遊んでいる子が増えた。

自ら触れて体感、体験することが遊びの発展に繋がる。また、複数人で遊ぶことにより、動き（行為）や遊び内容が活発になる。

園庭

②主活動の調査結果（色水遊び）

①.1 自由遊びの調査結果（時間と遊びの関係性）

①.2 自由遊びの調査結果（場所と遊びの内容）

何かに見立てて遊ぶ

遊びの種類を増やす

自ら触れて体感する

自ら遊びを発展する

大人の存在

遊びのきっかけづくり
複数人・多世代での遊びが成立しやすい

空間やモノ

遊びを創造する
（空間に応じた遊びを考える）

表 1　行為内容

広場　三輪車

軒下エリア2階バルコニー

遊具エリア
砂場遊びが開始

自由活動と主活動の行動観察調査より
遊び場には複数の要素を取り入れ、自ら遊びを創造して行動できる空間や環境が必要であると考え提案に取り入れる。

表2　1つの遊びにかける時間

魚型の滑り台

砂場

階段

滑り台

園庭

軒下エリア

広場

遊具エリア 階段

滑り台

園庭

2階バルコニー

魚型の滑り台

砂場

階段

滑り台

園庭

図 1 自由遊びの調査場所 1階平面図

2階平面図
軒下エリア
広場

遊具エリア
2階バルコニー

園庭

図 2 主活動の調査場所

行動観察調査の様子

1階平面図

走る（は） ①園内、園庭を自由に走り回る
②ボールを追いかけて走る
③友達や先生（人）を追いかけて走る
①木に登る
②階段を登る
③木、階段に登る以外
①滑り台
②滑り台以外
①木登り
②滑り台
①自転車
②ハンモック
③遊具（2階）
①土
②動植物
③人工物
④人

登る（の）

滑る（す）

並ぶ（な）

乗る（ｇ）

触れる（ふ）

①三輪車を押す
②押し車を押す
ボールを蹴る
ボールを投げる
①遊具（2階の遊具も含む）
②観察するために座る（しゃがむ）
③本を読むために座る
①遊具から飛び降りる
②何もない（平坦な場所で）ジャンプする
友達や先生と話す（動きなし）
①砂で形をつくる
②植物で形をつくる
③砂、植物以外で制作する
ハンモックを揺らす
歩く
見る

押す（お）

蹴る（け）

投げる（th）
座る（S）

飛ぶ（と）

話す（ta）

つくる（つ）

揺らす（ゆ）

歩く（あ）
見る（み）

行為　　　　　行為の種類 行為　　　　　行為の種類

年少児の主活動、色水つくりとスポンジ遊びを観察し、遊びの内容や行為、
空間の使い方などを把握した。

主活動の様子

場所、遊びの内容
滑り台（魚）
木登り

三輪車
ゲーム遊び
（集団遊び）

砂遊び

入る、話す
ボール遊び

時間
10~15 分

10~15 分

3分程度

8分程度

ゲーム開始~終了まで
（約 25 分）。途中退出する
子どもは少ない。

10~15 分

2分程度※木に登っている時間

グラフ 1より同じ場所で遊び続けている子どもが多い。新しい遊びが始まると場所を移動する子どもが増えることがわかった。
表 2より 1つの遊びにかける時間は約 10~15 分であった。

グラフ 1 場所と時間、人数の関係性

色水つくり スポンジ遊び

N

N



200m

1/4500 1/1500

芝生や低木

樹木が生い茂っている

オープンスペース

学外活動・交流スペース

展望台スペース

自然スペース

アクセス

出入口
出入口

アクセス

出入口

出入口

学外活動・交流スペース

展望台スペース

自然スペース

遊具
習い事

自然に触れる

小さな空間

子どもが多い地区であり、外遊びができる場所が限られた町中を対象とし、名古屋市にある稲葉山公園に選定しました。

稲葉山公園周辺名古屋市天白区

基本情報
稲葉山公園
場所：名古屋市天白区植田本町1丁目
種類：近隣公園
周辺環境：閑静な住宅街。徒歩圏内に学校や駅がある。
公園の特徴：樹木で覆われた自然豊かな公園。公園内には約25ｍの高低差
があり、現在は東屋と遊歩道が設置されている。平坦な部分は少なく、急こう
配の坂道が続く。まるで、町中に残された小山のような場所。

敷地調査
約1カ月間に計6回、7：00～17：45の一定期間の公園の利用者調査を行なった。

結果
・10代、10代以下（子ども）は足を運ばない。
・滞在時間が短い。
・1人、2人での利用が多く、親子で利用する姿も見られなかった。
・利用者が0人の日が半数であった。

理由
・公園内は樹木で覆われ、薄暗い箇所が多い。そのため子ども一人で利用するのは危険。
・運動や散歩目的での利用が多い。
・公園内は急こう配の坂道や階段が多いため三輪車やベビーカーでの利用は難しい。
・多くの人が集まれる場所は公園の頂上部分しかない。

公園内の大半は樹木で覆われている。
出入口は前面道路から見にくい。また、
周辺道路から公園内の様子も把握しにくい。

習い事などが行なえる、学外活動・交流スペース、
小山の地形を活かした、展望台スペース、
現在ある樹木を利用した、自然スペースの
3つのゾーンに分ける。

おもちゃ箱をひっくり返したように建物と遊
具を点在させるように配置。出入口は前面道
路から見やすい位置に設ける。

ゾーン分け

1 狭い場所、小さな空間

隙間や窪み、モノの下など子どもだけしか入れない場所

2 1 つのモノに対し複数の遊びができる

一般的な形態にしない。 形を複雑にする

5 回遊性を取り入れる

様々な動線を確保する。 公園全体を使って遊べる空間

4 自ら触れて体感できる場所

自然に触れる、 人工物に触れる。 自ら体を動かして

体験できる場所

3 屋外、 屋内、 半屋外空間を取り入れる

静的な遊びと動的な遊びの両方を展開できる場所

6 大人も常駐しやすい場所

子どもの遊びのきっかけをつくる。 子どもの遊びを

見守り、 大人同士での交流も深めれる場所

7 習い事、 学外活動が行なえる場所

遊び時間を最大限活用できるように公園内に習い事や学外

活動が行なえる場所を設ける

9 小山の地形を活かす

高低差や樹木を活かした遊び場にする

8 地域の人をはじめ、 多くの人が集まれる場所

現在、 稲葉山公園を利用している人は少ない。 公園に様々

な要素を取り入れ新たな地域の憩いの場にする

おもちゃ箱に見立て様々な要素を取り入れる

敷地

ゾーニング

コンセプト

ダイアグラム

まちなかに残る小さな山をおもちゃ箱に見立て、子どもが好む空間や機能などを取り入れる。そして、おもちゃ箱を中心に幅広い世代の人々が気軽に足を運べる場所を提案する。

まちなかに残る小さな山を おもちゃ箱を中心とした憩いの場にする

背景、行動観察調査、敷地調査より、以下の 9つの要素を、遊び場と建物に取り入れる。

周辺環境 遊歩道

東屋

展望デッキ

樹木で覆われた場所前面道路から見た公園

現状 提案

N

時間の流れ

会話を楽しんだり、運動や散歩できる場所として
利用。地域の人の憩いの場。

習い事や学外活動を行う 習い事が終わったあと、遊具で遊ぶ。
こどもが、しぜんと集まる場所。

リズム遊びや子育て支援など、こどもを
対象とした活動を行う。 学校から帰宅した後、遊びに行く場所 小山の地形を活かして、夜景を楽しむ

時間帯を問わず多くの人が気軽に集まれる場所にする。そのため、遊び場の中に人が集まれる場所、放課後過ごせる場所などを取り入れる

N



配置図と遊具

ハニカムデッキ

座ったり、登ったりして遊べる 6角形のデッキ

アプローチのいっかくにトンネルを設ける。
トンネル内をくぐったり登ったりできる。

土管トンネル

小さな山と小さなトンネル

くもの巣ネット

丘の上を登ったり、滑ったりして遊ぶ。丘に小さな
トンネルを設け、道又は隠れ家として活用できる。

小さなオープンスペース 巨大ブランコ

坂道デッキ

丸太ブリッジ

くもの巣のような木の枝に掛かったネット。
ネットに登り、木まで直接、登ることができる。 自然スペース内にもオープンスペースを設け、自由に遊べる場所。

ロープなどを設置し自由に登り降りできる
遊具。アプローチのいっかくに設置。

丸太の上を歩く、座る、丸太の下を
くぐるなどして遊ぶことができる。

ツリーハウス

展望台スペースの近くにあり、隠れ家
としても活用できる小さな空間。

ターザンロープ

木と木の間を滑走できる遊具。公園内に数カ所設置。ロープの
長さ、高さがそれぞれ異なり、好きな箇所で遊ぶことができる。

ショートカットロープ

芝生の坂道をロープを使って登ることができる。
道のりのショートカットになる。

自由自在家具

自由に家具を組み合わせたり可動したりすることが
できる。用途に応じて、自由自在に使用できる。

椅子と花壇が組み合わさった休憩できるスペース

アプローチの真ん中に設置された木。木の周りを
走ったり、台に乗ったりして遊ぶことができる。

細長い休憩椅子

シンボルツリー
カラーポール

ポールとポールの間をすり抜けたり、
触れたりして遊ぶことができる。

座る、揺らす、立って歩くなど様々な遊びができる。
ブランコに乗りながら景色を堪能することもできる。

回遊性をもたせるため、建物、遊具を点在させるように配置。地形や樹木を活かした遊具や子どもが好む小さな空間を取り入れた遊具など計 18 個の遊具を設置。建物は習い事や休憩スペースとして利用できる空間になっている。屋外遊びを通して子どもが自由に創造、行動できる仕掛けを取り入れた。

カラーフラッグ

背の高いフラッグが複数、設置されている。
フラッグを眺めたり、ポールを登ったりと様々な遊びができる。

～自然スペース～

～学外活動、交流スペース～

サイコロトイレ

N

風鈴

風が吹くことで音が鳴るオブジェ。
日々、聞こえる音が変わる。

自然つみき

大きさ、形の異なる積み木を
使って創造しながら遊べる遊具。

小さな 3つのボックスが並ぶ。アプローチから直接アクセスできる。手洗い場のみでも活用できる。
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ピアノや合唱、リズム遊びなど音楽に関する活動が
行なえる場所。デッキにピアノを移動し、屋外でも
演奏することができる｡音楽を聞く、演奏するなどの
静の遊びが行なえる。

　音楽関連の習い事をしている子どもが多い。また、子どもを対象とした活動や授業ではピアノを利用する
機会が多いことから、音楽関連の活動ができる、もりの音を設けた。

南側の芝生に座ったり、屋根に登って演奏を
聞いたり、デッキの上を走り回って遊ぶなど
様々な活動が行なえる空間。

N

まちなかに残った自然を活かし、自ら自然に触れて、遊びを発展できる機会を取り入れるため、もりの工房を設けた。植物を使った工作や植栽をとおして、季節を感じたり、感性を磨ける場所にした。

公園内にある植物を使って工作を行なったり、植物を
育てたりできる工房。習い事や学外活動が行なえる場所。

N

小さな山の頂上は周辺に障害物となるモノがないため、風が通り、町並みの景色や夕日を楽しむことができる。この立地を活かすため、展望台を設置した。公園内で遊んでいる子どもや、周辺環境の景色を一望できる場所。

展望台では風を感じたり、景色を楽しむ
こと以外にも、多くの人が集まって活動
できるフリースペースにもなっている。

もりの音 もりの工房

もりのテラス
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屋外、半屋外、屋内と3つの
スペースで遊んだり、作業が
行なえる。

土間やスキップフロアなど
建物内にも小さな高低差を
設けて、空間に応じた遊び
が行なえる場所。

ゆったりとした時間が送れるように
椅子や机を設置。また、より高い場所
から景色を一望できるように屋上テラス
を設けた。



習い事や学外活動を行う場所。2階建てになっており 1階と 2階、合わせて使用
することもできる。最大4つの部屋として活用することができる。

飲食、集会、休憩スペースとして利用できる場所。大人同士の交流を
深めたり、地域の人の憩いの場として活用できる。
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本を読む、絵を描くといった、主に静の遊びが行なえる場所。
オープンスペースと合わせて空間を活用できる。

休憩スペースや飲食スペースなど様々な用途を取り入れ大人も常駐しやすく、多くの人が集まれる場所として、もりのリビングを設けた。3つの建物が集まった小さな集落のような場所であり、出入口に近いため、しぜんと人が集まれる空間にした。

大きな屋根の上を歩くことができ、スロープや滑り台に見立てて座ったり、寝っ転がったりとできる場所。中央には
オープンスペースを設け、建物と合わせて活用することもできる。静の遊びと動の遊びの両方を楽しめる空間。

アプローチのいっかくに建っている。門のような空間を通り抜けると、開けたオープンスペースになっている。
3つの建物が集まっているため、前面道路からも目立ち、ラウンドマークのような建物となっている。

もりのリビング

10,300

N


